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紀平 真理子　プロフィール
1985年、愛知県生まれ。2011年、オランダへ移住し、食や農業
に関するリサーチ、本誌や馬鈴薯専門誌『ポテカル』への寄稿を
開 始。2016年、オランダVan Hall Larenstein University of 
Applied Sciences農村開発コミュニケーション修士卒業。同年
10月に帰国し、農業関連記事執筆やイベントコーディネート、海
外資材導入コーディネート、研修・トレーニング、その他農業関
連事業サポートを行なうmaru communicateを立ち上げる。今年
9月、世界の離乳食をテーマにした『FOOD&BABY 世界の赤ちゃ
んとたべもの』を発行。食の６次産業化プロデューサーレベル３
認定、日本政策金融公庫農業経営アドバイザー試験合格。

2019年夏
オランダ在住時に「紀平真理子のオランダ通信」として2013年から約3年間連載した紀平氏が今夏、帰国後
では初めてオランダを訪れた。限られた滞在時間のため、今回は元々の知り合いや友人の農業関係者を訪問
したというが、再会を喜ぶ一方で、日本で形成されたオランダ農業のイメージから少し突っ込み、本当の意味
でのオランダ農業を探ってきたそうだ。オランダを離れ、日本での農業も理解し始めているいま、彼女の目に
映ったオランダ農業の現状を届けたい。

特 集
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Part1ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
、 

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化

農
業
の
話
題
に
入
る
前
に
、
ま
ず
驚
い

た
こ
と
は
同
世
代
の
友
人
た
ち
が
そ
ろ
っ

て
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
や
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
（
完
全

菜
食
主
義
者
）
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
で
い
え
ば
、
筆
者
が

帰
国
す
る
２
０
１
６
年
の
時
点
で
は
イ
ノ

ベ
ー
タ
ー
（
革
新
者
）
が
環
境
保
護
や
動

物
愛
護
を
提
唱
し
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
や
ヴ

ィ
ー
ガ
ン
に
な
る
人
も
い
た
が
、
ま
だ
少

数
派
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今

回
の
訪
問
で
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
（
初

期
採
用
者
）、
あ
る
い
は
ア
ー
リ
ー
マ
ジ

ョ
リ
テ
ィ
ー
（
初
期
追
随
層
）
に
当
た
る

人
か
ら
も
、「
環
境
保
護
の
た
め
に
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
／
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
に
な
っ
た
。
少

な
く
と
も
肉
を
食
べ
る
量
を
減
ら
し
た
」

「
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
手
を
出

さ
ず
、
ビ
ン
テ
ー
ジ
古
着
や
フ
ェ
ア
ト
レ

ー
ド
の
ブ
ラ
ン
ド
を
購
入
し
て
い
る
」「
食

糧
廃
棄
を
意
識
し
て
買
い
だ
め
を
し
な

い
」「
塩
分
や
糖
分
の
摂
取
量
を
気
に
す

る
」
と
同
じ
よ
う
な
話
を
繰
り
返
し
聞
い

た
。
ま
た
、
ベ
ジ
ジ
ャ
ン
ク
（
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
の
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
）
が
流
行
っ
て

お
り
、
環
境
保
護
や
菜
食
主
義
が
完
全
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
し
て
い
る
印
象
だ
っ

た
。
彼
ら
に
ど
こ
か
ら
情
報
を
得
て
い
る

の
か
尋
ね
る
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
だ
と
い
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
第
二
次
世
界
大
戦
の
反
省
か
ら
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
な
い
と

い
う
の
が
通
説
だ
っ
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
出

現
で
メ
デ
ィ
ア
と
消
費
者
と
の
関
係
が
変

化
し
て
い
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
で
、
移
民
や
都
市
部
以
外
の
中
高

年
層
な
ど
は
、
以
前
と
変
わ
ら
ず
肉
を
毎

日
の
よ
う
に
食
べ
、
食
べ
物
は
安
く
て
量

が
多
い
も
の
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
選
ぶ
こ
と

を
好
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
も
ち
ろ
ん
品
質

も
重
要
だ
と
い
う
が
、
第
一
に
量
と
値
段

で
そ
の
後
に
品
質
や
味
が
続
く
。
２
０
１

６
年
に
は
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
グ
レ
ー

の
層
が
大
多
数
を
占
め
て
い
た
が
、
現
在

は
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
印
象
を
受
け

た
。オ

ラ
ン
ダ
初
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
Ｎ

ｕ
」
が
今
年
に
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で

も
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
の
調
査
で
、
回
答
者

数
も
少
な
い
た
め
、
一
つ
の
指
標
と
し
て

見
て
ほ
し
い
。
回
答
者
２
万
人
の
う
ち
、

10
％
が
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
、
７
％
が
ヴ
ィ

ー
ガ
ン
だ
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

の
25
％
が
２
０
１
７
〜
２
０
１
８
年
の
間

に
転
向
し
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
、
ヴ
ィ
ー
ガ

ン
で
は
な
い
約
40
％
も
２
０
１
８
年
か
ら

肉
の
摂
取
量
を
減
ら
し
て
い
る
と
回
答
し

た
。と

こ
ろ
が
、
面
白
い
こ
と
に
、
筆
者
が

オ
ラ
ン
ダ
が
抱
え
る
二
極
化
す
る
食
の
傾
向

大豆発酵食品の「テンペ」で作られたベジタリアンソーセージ。
かなりおいしかった。

ベジジャンク。写真左上のバンザイフライはのりパウダーやお
好み焼きソースなどがかかったフレンチフライ、左下のカミカ
ゼフライはごまやキムチソースなどがかかったフレンチフライ。
右のビタボーレンは本来牛肉が入った揚げ物だが、マッシュル
ームで代用されている。

紙製ストローはもはや一般的。
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う
」
と
話
す
。

現
在
、
内
張
り
ス
ク
リ
ー
ン
や
環
境
制

御
シ
ス
テ
ム
、
灌
漑
シ
ス
テ
ム
、
労
務
管

理
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
施
設
内
部
を
統
括
す

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
製
造
し
、
世
界
中

に
現
地
子
会
社
や
代
理
店
を
通
じ
て
販
売

し
て
い
る
。
売
り
上
げ
の
４
分
の
３
が
輸

出
で
あ
り
、
国
外
の
主
要
な
市
場
は
メ
キ

シ
コ
や
カ
ナ
ダ
、
中
国
に
な
る
。
最
近
で

は
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

ロ
シ
ア
か
ら
の
発
注
も
多
い
そ
う
だ
。

農
家
戸
数
の
減
少
と	

 

労
働
力
不
足
に
直
面

日
本
と
同
様
、
オ
ラ
ン
ダ
で
も
、
農
家

R
idder

社
、 

W
orld H

orti C
enter

訪
問

Ｒ
ｉ
ｄ
ｄ
ｅ
ｒ
グ
ル
ー
プ
は
マ
ー
ス
川

に
近
い
南
ホ
ラ
ン
ト
州
ウ
ェ
ス
ト
ラ
ン
ト

に
本
社
が
あ
る
。
当
地
は
施
設
園
芸
関
連

の
企
業
と
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
が
建
ち
並
ぶ
集

積
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
る
。

同
社
は
約
60
年
前
、
施
設
園
芸
の
天
窓

を
開
閉
す
る
た
め
の
モ
ー
タ
ー
の
開
発
か

ら
始
ま
っ
た
同
族
経
営
企
業
だ
。
広
報
担

当
者
のB

oy
de N

ils

氏
は
、「
オ
ラ
ン

ダ
で
は
90
％
以
上
の
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
で
我

が
社
の
モ
ー
タ
ー
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
。

世
界
を
見
て
も
80
～
90
％
が
そ
う
だ
ろ

Part2

オ
ラ
ン
ダ
に
移
住
し
た
２
０
１
１
年
時
点

で
、
環
境
保
護
の
た
め
に
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

に
な
っ
た
「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
」
に
当
た
る

人
は
い
ま
、「
昨
今
の
環
境
保
護
活
動
に

向
け
た
動
き
は
行
き
過
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」と
考
え
始
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

近
年
環
境
に
か
か
わ
る
多
く
の
規
制
が
段

階
を
踏
ま
ず
に
一
気
に
変
更
さ
れ
た
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る
の
が
そ
う
だ
。
規
制
の

強
化
と
社
会
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ

り
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
で
は
鶏
の
平
飼
い
が

一
般
的
に
な
っ
た
が
、
そ
の
実
は
オ
ラ
ン

ダ
の
生
産
者
が
ア
フ
リ
カ
や
東
欧
へ
移
住

し
て
ケ
ー
ジ
飼
い
で
鶏
肉
を
養
鶏
し
、
オ

ラ
ン
ダ
に
輸
入
し
て
い
た
り
す
る
。
こ
の

例
の
と
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
で
農
業
が
し
に

く
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
農
家
の
他

国
へ
の
移
住
を
促
進
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
利
益
が
出
た
り
育
て
や

す
か
っ
た
り
す
る
作
物
に
栽
培
が
ま
す
ま

す
集
中
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
国
内

で
栽
培
さ
れ
な
い
作
物
が
さ
ら
に
増
え
、

国
外
か
ら
輸
送
手
段
を
使
っ
て
輸
入
す
る

必
要
が
あ
る
作
物
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

は
、
環
境
保
護
と
逆
行
す
る
の
で
は
な
い

か
と
頭
を
抱
え
て
い
た
。
な
か
に
は
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
を
や
め
た
人
も
い
た
。

オ
ラ
ン
ダ
が
抱
え
る
食
の
二
極
化
と
環

境
保
護
へ
の
行
き
過
ぎ
た
規
制
と
社
会
か

ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
今
後
、
農
業
分
野
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
労
働
力
不
足
の
現
状
と

施
設
園
芸
会
社
が
目
指
す
未
来

戸
数
が
減
少
し
、
１
戸
当
た
り
の
経
営
面

積
は
拡
大
し
て
い
る
。
別
表
にCentraal 

Bureau voorde Statistiek 

（
オ
ラ
ン
ダ

中
央
統
計
局
）
の
デ
ー
タ
を
示
す
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
施
設
園
芸
の
う
ち
花
き
の
農

家
戸
数
は
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
１
８
年

に
か
け
、
４
分
の
1
に
ま
で
減
少
し
て
い

る
。
そ
の
分
、
規
模
拡
大
が
進
ん
だ
も
の

の
、
総
面
積
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
施
設
園
芸
も
同
じ
よ
う
な
傾
向

な
が
ら
、規
模
拡
大
は
さ
ほ
ど
で
も
な
い
。

「
オ
ラ
ン
ダ
国
内
に
は
も
う
グ
ラ
ス
ハ
ウ

内張りスクリーンの「Ridder Climate Screens」は、
エネルギーを逃がさず、湿気と光を通す。日に当たっ
ていても10 年は持つ。

出典：Centraal Bureau voor de Statistiek （オランダ中央統計局）

分類 項目 2000 年 2018 年

全体
農家戸数 95,944 52,481
農地として使用されている総面積（ha） 1,975,504 1,822,411
1 戸当たり経営面積（ha） 20 34

施設
園芸

農家戸数 16,910 6,746
グラスハウスでの総面積（ha） 10,443 8,854
1 戸当たり経営面積 1ha 未満 1.3ha

施設園芸
のうち、
花き

農家戸数 6,503 1,583
グラスハウスでの総面積（ha） 5,911 3,501
1 戸当たり経営面積 1ha 未満 2.2ha
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ス
を
建
て
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
ま
り
な
い

ね
。
新
し
く
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
を
建
て
る
の

は
、
後
継
者
や
新
規
就
農
者
が
事
業
継
承

を
し
た
際
、
近
隣
の
古
く
て
低
い
グ
ラ
ス

ハ
ウ
ス
を
何
軒
か
買
い
取
っ
て
集
約
し
、

大
規
模
で
高
さ
が
あ
る
も
の
に
建
て
直
す

と
き
く
ら
い
か
な
」（
前
出
の
Ｂ
ｏ
ｙ
氏
）

施
設
内
で
労
働
す
る
ワ
ー
カ
ー
の
不
足

も
オ
ラ
ン
ダ
国
内
を
は
じ
め
、
世
界
中
で

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
施

設
園
芸
の
資
材
会
社
が
ス
ペ
イ
ン
や
東
欧

な
ど
Ｅ
Ｕ
内
の
他
国
へ
資
材
や
シ
ス
テ

ム
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
で
、

い
ま
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
に
出
稼
ぎ
に
来
て
い

た
ワ
ー
カ
ー
も
近
隣
諸
国
に
流
れ
、
な
か

な
か
集
ま
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
現
行
の

ト
マ
ト
栽
培
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
１
ha
当

た
り
５
人
の
ワ
ー
カ
ー
が
必
要
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。

「
ワ
ー
カ
ー
の
人
数
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
で
き
る
製
品
を
開
発
し
て
い
る
ん
だ
。

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
や
自
動
化
、
Ａ
Ｉ
で
将
来

的
に
は
無
人
農
場
を
作
る
こ
と
が
我
が
社

の
ビ
ジ
ョ
ン
だ
ね
」（
同
）

将
来
の
た
め
に	 

潜
在
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
目
を
向
け
、	 

製
品
を
開
発
す
る

同
社
で
は
、
パ
プ
リ
カ
、
ト
マ
ト
、
キ

ュ
ウ
リ
、
花
、
植
物
工
場
、
集
中
型
養
鶏

場
に
製
品
を
投
入
し
て
い
る
一
方
、
常
に

新
し
い
潜
在
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
目
を
向
け

て
い
る
。

「
い
ま
は
産
業
用
ヘ
ン
プ
も
重
要
作
物
。

米
国
や
カ
ナ
ダ
で
は
薬
と
し
て
使
っ
て
い

て
、
南
ア
フ
リ
カ
や
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
Ｅ
Ｕ

諸
国
で
も
寛
容
な
国
が
増
え
て
き
て
い
る

ん
だ
よ
ね
。
子
ど
も
の
て
ん
か
ん
治
療
に

使
わ
れ
る
国
も
あ
る
ん
だ
よ
。
そ
れ
以
外

で
は
、
ベ
リ
ー
類
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
ワ
サ

ビ
、
バ
ニ
ラ
の
温
室
栽
培
に
も
注
目
し
て

い
る
。

じ
つ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
ワ
サ
ビ
を
栽
培

し
て
い
る
農
家
が
１
軒
あ
る
ん
だ
よ
。
ニ

ッ
チ
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
け
ど
、
気
候
変
動
で

栽
培
で
き
る
環
境
が
変
化
し
て
い
る
。
す

ぐ
に
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
応
え
ら
れ

る
よ
う
常
に
視
野
を
広
く
し
て
い
る
よ
。

ス
テ
ビ
ア
（
天
然
由
来
の
甘
味
料
）
な
ん

か
は
新
し
い
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
。
気
候

変
動
は
生
産
者
が
投
資
す
る
大
き
な
原
動

力
に
な
る
ん
だ
よ
」（
同
）

同
氏
の
発
言
で
は
何
度
も
「
将
来
の
た

め
に
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
出
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
今
年
６
月
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
で
開
催
さ
れ
たGreen T

ech

で
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
し
た
同

社
のR

idder N
oN

a+

は
選
択
性
膜
と

電
気
透
析
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
排
水
か

ら
有
害
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
除
去
す
る
シ
ス

テ
ム
だ
。

「
水
に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
除
去
す

る
製
品
は
、
い
ま
現
在
は
多
く
の
人
に
必

要
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
将
来

的
に
は
必
要
に
な
る
こ
と
を
見
越
し
て
開

発
し
た
ん
だ
」（
同
）

廃液をＵＶで殺菌するシステム。日本にも多く導入されていると
いう。

タブレットやスマートフォンで管理できるビギナー用管理システ
ム。大規模生産者でもこのシンプルなシステムを好む人が多い
そうだ。

先
端
技
術
で 

若
者
を
農
業
に
引
き
つ
け
る

も
う
一
つ
「
将
来
の
た
め
に
」
必
要
な

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ワ
ー
カ
ー
不
足

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
で
も
後

継
者
や
新
規
就
農
者
不
足
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
２
０
１
８
年

にW
orld H

orti C
enter

が
開
設
さ
れ

た
。
こ
の
施
設
は
、
約
70
社
の
施
設
園
芸

関
連
会
社
や
育
種
会
社
の
ブ
ー
ス
が
あ
る

ほ
か
、
６
４
０
０
㎡
の
敷
地
に
36
の
異
な

る
区
画
が
あ
り
、
企
業
の
研
究
部
門
な
ど

が
試
験
栽
培
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
人
材
不
足
の
解
消
を
目
指

し
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
（
中
等
職
業
教
育
）
と
Ｈ
Ｂ

Ｏ
（
高
等
職
業
教
育
）
が
内
設
さ
れ
て
お
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Part3
外
か
ら
注
目
を
集
め
、
外
に
進
出
す
る

オ
ラ
ン
ダ
人
の
た
く
ま
し
さ

り
、
16
〜
21
歳
の
１
２
０
０
人
の
園
芸
施

設
科
の
学
生
が
毎
日
通
学
し
て
く
る
。

「
最
先
端
の
技
術
に
近
く
で
触
れ
る
こ
と

で
、
若
い
世
代
に
農
業
（
園
芸
）
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
な
ん
だ
」

（
同
）じ

つ
は
Ｂ
ｏ
ｙ
氏
は
、
木
工
職
人
に
な

ろ
う
と
思
っ
て
勉
強
し
て
い
た
。

「T
ussenjaar

と
い
う
進
学
の
間
に
何

か
体
験
す
る
期
間
（
注
：
高
校
卒
業
後
か

世界中の気候に設定でき、他国への資材販売を視野に入れた実験
温室もある。

World Horti Center の外観。

World Horti Center の展示ブースの 2 階には育種会社のブースが
並ぶ。

Floating Farm

訪
問

世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
「
水

上
に
あ
る
牧
場
（F

loating F
arm

）」。

こ
こ
に
友
人
で
あ
り
、Floating Farm

の
オ
ー
プ
ン
当
時
に
勤
務
し
て
い
た

Laura N
obel

氏
（
写
真
）
と
訪
問
し
た
。

Laura Novel 氏。

同
氏
は
現
在
、
ヴ
ァ
ー
ヘ
ニ
ン
ゲ
ン
大
学

の
動
物
科
学
学
部
で
畜
産
シ
ス
テ
ム
を
専

攻
し
て
い
る
。
副
専
攻
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

の
畜
産
管
理
で
、
そ
の
副
専
攻
で

Floating Farm

を
舞
台
に
都
市
型
畜
産

農
業
に
関
す
る
リ
サ
ー
チ
を
実
施
し
た
。

専
攻
分
野
の
「
温
室
効
果
ガ
ス
間
の
取
引

ら
大
学
進
学
ま
で
の
間
に
１
年
間
休
む
場

合
が
多
い
）
に
、
施
設
園
芸
の
会
社
で
働

い
た
ら
す
っ
か
り
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ
て

ね
。
手
を
動
か
し
て
モ
ノ
を
作
り
出
す
こ

と
も
好
き
だ
け
ど
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
魅
了
さ
れ
、
施
設
園
芸
の
世
界
に

踏
み
込
ん
だ
ん
だ
よ
。
こ
の
施
設
が
な
ん

ら
か
の
き
っ
か
け
に
な
り
、
僕
の
よ
う
な

若
者
を
一
人
で
も
増
や
せ
れ
ば
と
願
っ
て

い
る
よ
」（
同
）

と
、
中
国
の
酪
農
分
野
で
の
循
環
性
の
改

善
」
を
研
究
し
て
お
り
、
中
国
に
も
3
カ

月
ほ
ど
滞
在
予
定
だ
。

さ
て
、
本
題
に
戻
す
と
、F

loating 
F

arm
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
次
ぐ
第
二

の
都
市
、ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
市
郊
外
に
あ
る
。

名
前
の
と
お
り
水
上
に
作
ら
れ
て
お
り
、

可
能
な
限
り
閉
じ
ら
れ
た
状
態
の
な
か
で

の
循
環
性
や
自
給
自
足
、
持
続
可
能
性
を

目
指
す
都
市
型
農
業
だ
。
構
造
は
、
水
上
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Floating Farm の外観。

ボランティアが訪問者に説明。後ろにはパートナー企業や機
関の一覧が見える。

ヨーグルトと低温殺菌牛乳が購入できる。自動給餌機を使っているが、風で牧草が飛ばされていた。

要
な
面
積
の
２
倍
に
設
定
し
て
い
る
。

水
上
で
規
模
が
小
さ
い
か
ら 

糞
尿
管
理
は
大
切

訪
問
時
に
は
36
頭
のM

aas-R
ijn-

Ijssel 

（
マ
ー
ス
・
ラ
イ
ン
・
ア
イ
セ
ル
）

と
い
う
成
牛
が
い
た
。
こ
の
品
種
は
乳
量

が
多
い
う
え
、
病
気
に
か
か
り
に
く
く
て

丈
夫
だ
と
知
ら
れ
て
い
る
。
平
均
で
１
日

に
25
ℓ
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
で
搾
乳
で
き
る
。

給
餌
も
自
動
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
生
産

者
１
人
と
主
に
一
般
訪
問
客
の
案
内
役
と

な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
名
で
管
理
し
て
い

た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
１
０
０
頭
規
模
で
も

家
族
の
み
で
営
農
し
て
い
る
場
合
が
多

い
。２

階
に
あ
る
糞
尿
を
機
械
が
穴
か
ら
下

に
落
と
し
て
い
た
の
で
、
理
由
を
聞
い
て

み
る
と
「
糞
尿
は
糞
と
尿
を
す
ぐ
に
分
け

る
こ
と
が
大
切
」
だ
と
Ｌａ
ｕ
ｒ
ａ
氏
は
答

え
た
。
尿
の
中
に
含
ま
れ
る
窒
素
（
尿
素
）

は
、
糞
の
中
に
含
ま
れ
る
尿
素
分
解
酵
素

と
結
合
し
て
ア
ン
モ
ニ
ア
を
生
成
す
る
。

要
は
糞
と
尿
を
で
き
る
だ
け
接
触
さ
せ
ず
、

牛
舎
以
外
の
場
所
に
移
せ
ば
ア
ン
モ
ニ
ア

の
発
生
が
抑
え
ら
れ
、
臭
い
も
し
な
い
。

ま
た
、
糞
を
乾
燥
さ
せ
て
燃
や
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
熱
を
農
場
で
利
用
し
て
い
る
。

飼
料
は
市
内
か
ら
供
給

粗
飼
料
で
あ
る
牧
草
は
、F

loating 
F

arm

横
の
牧
草
地
の
も
の
と
、
市
内
の

N
oord K

ethel 

ポ
ル
ダ
ー
で
収
穫
し
た

干
し
草
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
フ
ェ
イ
エ
ノ
ー

ル
ト
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
あ
る
De 

K
uip

か
ら
わ
ざ
わ
ざ
持
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
濃
厚
飼
料
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
市
内

の
食
品
廃
棄
物
を
個
々
の
事
業
者
と
契
約

を
交
わ
し
、
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
ブ
ル
ワ
リ
ー
の
大
麦
残
渣
、

馬
鈴
薯
加
工
会
社
の
馬
鈴
薯
の
皮
、
地
域

の
工
場
か
ら
出
る
小
麦
ふ
す
ま
な
ど
を
使

っ
て
い
る
そ
う
だ
。
そ
の
時
々
に
手
に
入

る
食
品
廃
棄
物
を
使
う
と
品
質
が
安
定
し

な
い
の
で
は
な
い
か
と
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
、
市
内
に
拠
点
を
置
く
米
国
の
穀
物
会

社
、C

argill

と
分
析
し
、
一
般
的
な
濃

厚
飼
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
食
料
の
栄

養
素
は
理
解
し
て
い
る
と
い
う
。
乳
牛
が

必
要
と
し
て
い
る
量
の
プ
ロ
テ
イ
ン
を
与

え
、
牛
に
十
分
な
栄
養
を
与
え
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
に
飼
料
組
成
の
た
め

の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同

氏
は
こ
っ
そ
り
と
付
け
加
え
た
。

「
私
の
副
専
攻
の
リ
サ
ー
チ
で
、
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
市
内
に
食
品
廃
棄
物
が
ど
の
程
度

あ
り
、
ど
の
く
ら
い
の
家
畜
の
餌
に
な
り

う
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
た
ん
だ
。

た
だ
、
こ
の
リ
サ
ー
チ
は
、
栄
養
素
の
話

は
あ
く
ま
で
も
理
論
上
の
話
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
ミ
ル
ク
の
品
質
に
関
す
る
追
加
の

リ
サ
ー
チ
を
す
る
必
要
が
あ
る
よ
ね
。
だ

か
ら
、
あ
な
た
の
質
問
へ
の
答
え
は
“
あ

り
え
る
”
ね
」

部
は
２
階
建
て
に
な
っ
て
お
り
、
２
階
に

乳
牛
が
い
る
の
だ
が
、
１
階
に
は
受
付
や

加
工
場
、
従
業
員
更
衣
室
、
飼
料
保
管
場

所
、
糞
尿
保
管
場
所
が
あ
る
。
水
上
の
牧

場
部
分
は
６
０
０
㎡
で
、
牛
が
橋
を
渡
っ

て
自
由
に
行
き
来
で
き
る
陸
地
の
牧
草
地

は
３
０
０
０
㎡
に
な
る
。
乳
牛
１
頭
当
た

り
の
ス
ペ
ー
ス
は
約
15
㎡
で
、
法
的
に
必
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直
販
と 

市
内
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ー
パ
ー
、 

業
務
用
ス
ー
パ
ー
へ
出
荷

Floating Farm

で
は
、
２
５
０ 

ml
と

７
５
０ 

ml
の
消
費
期
限
が
短
い
低
温
殺
菌

牛
乳
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ま
た
熱
入
れ
を
全

く
し
な
い
生
の
生
乳
が
購
入
で
き
る
も
の

が
あ
る
。

「
味
が
違
う
か
っ
て
？　

そ
う
言
う
人
も

い
る
ね
。
値
段
は
ど
う
か
っ
て
？　

値
段

は
２
５
０ 

ml
で
１
ユ
ー
ロ
で
、
し
か
も
直

売
し
て
い
る
。
他
の
も
の
と
比
べ
て
高
い

か
安
い
か
わ
か
る
で
し
ょ
う
？
」（
前
出

の
Ｌａ
ｕ
ｒ
ａ
氏
）

ち
な
み
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
一
般
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
生
乳
価
格
は
１
ℓ
当
た

り
安
い
も
の
で
80
セ
ン
ト
、
フ
リ
ー
ス
ラ

ン
ド
カ
ン
ピ
ー
ナ
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
高
い
も

の
だ
と
１
・
３
ユ
ー
ロ
程
度
。
い
ず
れ
に

し
て
も
４
倍
近
い
値
付
け
だ
。
筆
者
も
飲

ん
で
み
た
が
、
普
通
の
牛
乳
と
の
違
い
は

あ
ま
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
低
温
殺
菌
牛
乳
と
ヨ
ー
グ
ル

ト
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
市
内
に
あ
る
ド
イ

ツ
系
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
、
Ｌ
ｉ
ｄ
ｌ
と
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
が
本
社
の
業
務
用
ス
ー
パ
ー
兼
卸

売
、
Ｚｅ
ｇ
ｒ
ｏ
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
以

前
訪
問
し
た
ほ
と
ん
ど
の
酪
農
家
は
、
年

ノルウェー・TKS 社の自動給餌機「FeedBelt」。

糞尿を１階に落とす機械。

飼料は橋を渡って移動させる。

間
１
２
０
日
以
上
、
１
日
６
時
間
以
上
放

牧
を
し
な
い
と
い
け
な
い
な
ど
、
乳
業
メ

ー
カ
ー
や
小
売
が
定
め
た
ル
ー
ル
を
遵
守

し
て
い
る
と
聞
い
た
。

「
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
カ
ン
ピ
ー
ナ
に
出
荷

す
る
場
合
は
そ
う
だ
ね
。
こ
の
日
数
は
と

く
に
規
制
で
は
な
い
の
で
、
気
に
す
る
必

要
は
な
い
ん
だ
よ
。
Ｌ
ｉ
ｄ
ｌ
は
Ｋ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
注
：
閉
鎖
型
で
平
飼
い
の
養

鶏
場
、
飼
料
の
97
％
が
食
品
廃
棄
物
。
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
平
飼
い
の
一
歩
先
を
行
く

“
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
”
を
打
ち
出

し
て
い
る
）
な
ど
何
か
新
し
い
こ
と
に
特

化
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
近
年
支
援
し
て

い
る
ん
だ
よ
」（
同
）

入
場
料
と
出
資
者
か
ら
の
支
援
で 

成
り
立
っ
て
い
る

牧
場
の
見
学
に
は
入
場
料
が
４
・
５
ユ

ー
ロ
（
４
〜
18
歳
は
３
ユ
ー
ロ
）
か
か
る
。

小
学
生
用
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
有

料
で
提
供
し
て
い
る
。
訪
問
時
も
ひ
っ
き

り
な
し
に
見
学
者
や
視
察
者
が
来
て
い

た
。
お
そ
ら
く
こ
こ
が
一
番
大
き
な
収
入

源
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
収

益
は
あ
ま
り
出
て
い
な
い
よ
う
だ
。

「
冬
場
は
囲
い
を
つ
け
て
乳
牛
た
ち
の
寒

さ
を
し
の
ぐ
必
要
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
囲

い
の
建
設
費
の
工
面
に
苦
労
し
て
い
る
。

こ
こ
は
ほ
ぼ
投
資
家
や
支
援
者
の
援
助
で

成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
ね
」（
同
）

実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
出
資
、
ま
た

は
協
力
し
て
い
る
企
業
や
研
究
機
関
は
50

近
く
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国
際
的
組

織
に
な
っ
て
い
る
。

Floating Farm

は
、
い
ま
の
段
階
で

は
先
進
国
で
の
新
し
い
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
構
築
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
飼
料

の
生
産
や
糞
尿
処
理
、エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
再
生
成
な
ど
の
テ
ー
マ

で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
農
業
技
術
メ
ー
カ
ー
や

研
究
者
が
、
将
来
的
に
こ
の
モ
デ
ル
を
世

界
で
活
用
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
実

験
的
な
取
り
組
み
の
要
素
が
強
い
よ
う
に

感
じ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
オ
ラ
ン
ダ
は
外

か
ら
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
、
外
に
目
を

向
け
て
進
出
の
機
会
を
狙
う
こ
と
が
本
当

に
上
手
だ
と
改
め
て
感
心
し
た
。
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畑
作
生
産
者 

Jan R
einierde Jong

氏
訪
問

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
電
車
を
３
回
乗

り
換
え
て
３
時
間
弱
、
ド
レ
ン
テ
州
の
中

心
で
あ
る
エ
メ
ン
に
到
着
す
る
と
、Jan 

Reinierde Jong

氏
が
車
で
出
迎
え
て
く

れ
た
。
そ
こ
か
ら
15
分
ほ
ど
進
む
と
オ
ド

ー
ル
ン
と
い
う
人
口
１
８
０
０
人
の
村
に

着
く
。
以
前
は
羊
の
ト
レ
ー
ド
が
行
な
わ

Part4
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
環
境
規
制
に
対
応
し
、	

消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で	

	
理
解
を
促
す

Jan Reinier de Jong 氏。

娘さんたち。

れ
て
い
た
農
村
だ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
農

家
が
５
戸
に
な
っ
た
。
同
氏
の
自
宅
に
到

着
す
る
と
、
夏
休
み
中
の
３
人
の
か
わ
い

い
娘
さ
ん
た
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
ら
し
く
き
っ

ち
り
コ
ー
ヒ
ー
を
２
杯
と
、
一
番
年
上
の

お
姉
ち
ゃ
ん
が
焼
い
た
ケ
ー
キ
で
も
て
な

し
て
も
ら
っ
た
。

同
氏
の
祖
父
は
こ
の
地
で
就
農
し
た
。

祖
父
は
オ
ラ
ン
ダ
の
馬
鈴
薯
育
種
会
社
で

あ
る
Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
ｃ
ｏ
社
の
創
設
者
の
一
人

で
、
ド
レ
ン
テ
州
の
種
イ
モ
協
会
の
議
長

で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
１
９
７
０
年
代
に

は
農
機
な
ど
農
業
技
術
に
明
る
い
父
が
後

を
継
ぎ
、
そ
の
後
同
氏
は
学
校
卒
業
後
の

１
９
９
６
年
に
就
農
し
た
。現
在
は
同
氏
、

父
、
義
父
の
３
人
で
営
農
し
て
お
り
、
雇

用
は
し
て
い
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
地
域

の
若
者
や
ト
レ
イ
ニ
ー
に
依
頼
し
て
ア
ル

バ
イ
ト
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。

同
氏
の
今
年
の
作
付
面
積
は
、
種
イ
モ

が
37 

ha
、
で
ん
粉
用
馬
鈴
薯
が
21 

ha
、

て
ん
菜
が
24 

ha
、
麦
芽
用
大
麦
が
24  

ha

だ
っ
た
。
そ
の
他
、
自
然
保
護
区
を
７
ha

設
け
て
い
る
。

貯
蔵
庫
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を 

自
家
発
電
で
ま
か
な
い
、 

貯
蔵
管
理
が
利
益
を
増
や
す

納
屋
や
貯
蔵
庫
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、

至
る
と
こ
ろ
に
農
機
が
見
え
た
。
年
間
ど

れ
だ
け
投
資
し
て
い
る
の
か
を
尋
ね
る

と
、「
今
年
は
電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
と
、

ト
ラ
ク
タ
ー
、
ポ
テ
ト
デ
ィ
ガ
ー
か
な
。

電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
高
か
っ
た
な

あ
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
ポ
テ

ト
デ
ィ
ガ
ー
に
関
し
て
は
２
年
ご
と
に
買

い
換
え
て
い
る
そ
う
だ
。
さ
ら
に
、
太
陽

光
発
電
に
も
投
資
し
て
お
り
、
農
業
を
よ

り
良
く
楽
に
す
る
た
め
だ
と
そ
の
理
由
を

述
べ
た
。

２
０
１
２
年
に
２
１
６
枚
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
し
た
。
そ
の
数
を
徐
々
に
増
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貯蔵庫に設置された太陽光パネル。太陽光エネルギー貯蔵設備。

倒
産
し
て
シ
ス
テ
ム
を
買
い
直
し
た
り
、

本
当
に
い
ろ
い
ろ
起
こ
る
よ
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
貯
蔵
は
“
未
来
”
の
た
め
に
良
い
と

言
わ
れ
て
い
る
け
ど
、
未
来
で
は
な
く
も

う
少
し
早
く
利
益
が
出
る
と
思
っ
て
い
る

ん
だ
け
ど
ね
」

現
在
は
、
地
域
内
に
長
期
契
約
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
販
売
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

補
助
金
は
自
然
保
護 

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
支
払
わ
れ
る

オ
ド
ー
ル
ン
は
、
オ
ラ
ン
ダ
北
東
部
に

あ
り
、
同
国
で
最
も
人
口
が
少
な
い
ド
レ

ン
テ
州
に
存
在
す
る
。
同
州
は
オ
ラ
ン
ダ

で
は
珍
し
く
海
抜
10
〜
20
ｍ
の
高
原
に
あ

り
、
漂
礫
土
、
湿
地
、
泥
炭
地
、
酸
性
で

肥
沃
度
が
低
い
砂
地
の
ヒ
ー
ス
ラ
ン
ド
が

州
の
大
部
分
で
、
決
し
て
恵
ま
れ
た
地
域

で
は
な
い
。
こ
の
地
域
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ロ

シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
っ
た
土
壌
病
害

が
発
生
し
て
お
り
、
で
ん
粉
用
馬
鈴
薯
を

栽
培
し
て
い
る
。
同
氏
は
で
ん
粉
用
馬
鈴

薯
の
圃
場
は
３
９
０
ユ
ー
ロ
／
ha
の
Ｅ
Ｕ

か
ら
の
補
助
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
実

際
に
は
受
給
権
利
を
得
る
た
め
の
ル
ー
ル

が
厳
し
く
、
19 

ha
す
べ
て
の
圃
場
に
適
用

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、

そ
の
金
額
も
10
年
前
の
６
０
０
ユ
ー
ロ
／

ha
か
ら
年
々
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
減
少
分
は
自
然
保
護
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
実
施
し
た
分
の
補
助
金
に
回
っ
て

や
し
、
現
在
で
は
１
０
７
５
枚
で
、
年
間

24
万
ｋ
Ｗ
の
発
電
量
が
得
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
農
場
や
自
宅
で
使
用
す
る
３
倍

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
相
当
す
る
。
さ
ら
に
、

２
０
１
５
年
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

を
抑
え
る
た
め
、
馬
鈴
薯
用
貯
蔵
庫
に
必

要
な
１
日
に
８
時
間
程
度
使
用
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
う
ち
、
価
格
が
高
い
と
き
に
自

家
発
電
に
切
り
替
え
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
貯
蔵
設
備
を
導
入
し
た
。

ち
な
み
に
、
で
ん
粉
用
馬
鈴
薯
に
約
１

０
０
０
ｔ
、
種
イ
モ
用
に
約
１
５
０
０
ｔ

収
容
可
能
な
貯
蔵
庫
を
保
有
す
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
貯
蔵
設
備
の
価
格
は
25
万
ユ
ー

ロ
で
、
う
ち
10
万
ユ
ー
ロ
は
補
助
金
を
活

用
し
た
。
な
ん
で
も
貯
蔵
し
て
販
売
価
格

が
高
い
時
期
に
出
荷
す
る
こ
と
が
利
益
を

出
す
秘
訣
だ
そ
う
だ
。
貯
蔵
す
る
作
物
は

戦
略
的
に
決
め
て
お
り
、
馬
鈴
薯
は
貯
蔵

し
、
そ
れ
以
外
の
利
益
が
出
に
く
い
て
ん

菜
や
大
麦
は
収
穫
後
す
ぐ
に
デ
ィ
ー
ラ
ー

を
通
じ
て
売
り
切
っ
て
し
ま
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
自
家
用
に
は
十
分
意

味
を
な
し
て
い
る
が
、
販
売
と
な
る
と
な

か
な
か
難
し
い
よ
う
だ
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
販
売
し
て
い
る
け

ど
、価
格
の
変
動
が
15
分
ご
と
に
起
こ
り
、

40
セ
ン
ト
で
売
れ
た
か
と
思
う
と
、
す
ぐ

に
マ
イ
ナ
ス
20
セ
ン
ト
に
な
る
な
ん
て
こ

と
も
あ
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
間
の
接
続
が

う
ま
く
い
か
ず
、
突
然
貯
蔵
庫
の
電
源
が

切
れ
て
い
た
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
が
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自然保護マネージメント圃場。

「
我
々
農
家
は
、
栽
培
に
関
し
て
も
環
境

保
護
に
関
し
て
も
ベ
ス
ト
を
尽
く
そ
う
と

し
て
い
る
。
文
句
や
争
い
ご
と
は
意
味
が

な
い
し
、
非
難
で
は
な
く
違
う
方
法
を
考

え
る
べ
き
だ
と
思
う
よ
。
最
近
は
楽
し
く

農
業
を
す
る
人
が
減
っ
て
い
る
。
消
費
者

や
周
り
の
人
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
言

う
か
ら
ね
。
で
も
、
私
は
農
業
は
世
界
で

最
も
美
し
い
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
」

同
氏
は「Problem

（
問
題
）=Opportunity 

（
機
会
）だ
」と
何
度
も
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。

な
お
、
帰
国
後
の
10
月
１
日
に
オ
ラ
ン

ダ
国
内
の
１
万
５
０
０
０
以
上
の
農
家
が

LT
O

 N
ederland

（
オ
ラ
ン
ダ
農
業
園

芸
機
関
）
と
地
域
の
組
織
で
あ
る
Ｌ
Ｌ
Ｔ

Ｂ
（
リ
ン
ブ
ル
グ
農
業
園
芸
団
体
）、
Ｚ

Ｌ
Ｔ
Ｏ
（
南
部
農
業
園
芸
機
関
）、LT

O
 

に
保
つ
た
め
に
使
っ
て
い
る
ん
だ
。
こ
の

規
制
は
科
学
的
な
も
の
で
は
な
く
、
政
治

的
な
も
の
だ
よ
」

同
氏
は
最
近
、Bayer

社
か
ら
試
験
依

頼
を
受
け
、A

m
istar

の
代
わ
り
に
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
の
殺
菌
剤
を
黒
あ
ざ
病
対
策
と

し
て
使
用
し
て
い
る
。A

m
istar

は
水
分

が
必
要
な
た
め
、
近
年
の
干
ば
つ
傾
向
に

向
か
な
い
こ
と
か
ら
試
験
に
踏
み
切
っ
た

と
話
す
。

「
効
果
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
の
も
の
で
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
ね
。
た
だ
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
製
品
の
問

題
は
、
使
用
機
会
の
80
％
は
効
果
が
あ
る

が
、
20
％
は
ま
っ
た
く
効
果
が
な
い
こ
と

だ
ね
」

さ
ら
に
続
け
て
こ
う
話
す
。

い
る
。
同
氏
は
、「
こ
れ
ま
で
は
馬
鈴
薯

を
栽
培
し
て
い
て
も
地
域
に
よ
っ
て
、
補

助
金
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
い
ま
は

自
然
保
護
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
な
え

ば
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
ど
こ
で
も
補
助
金
が

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
よ
」
と

話
す
。
自
然
保
護
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、

地
域
の
バ
イ
オ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
促
進

す
る
た
め
に
ハ
ー
ブ
ミ
ッ
ク
ス
を
栽
培
し

た
り
、
穀
物
ミ
ッ
ク
ス
を
栽
培
し
、
冬
場

も
刈
り
取
ら
ず
残
す
こ
と
で
野
鳥
の
保
護

に
努
め
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
れ
は
カ
バ

ー
ク
ロ
ッ
プ
と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
。

年
々
厳
し
く
な
る
環
境
規
制

こ
の
補
助
金
が
直
接
支
払
い
か
ら
自
然

保
護
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
切
り
替
わ
り
つ

つ
あ
る
背
景
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
環
境
保

護
政
策
が
あ
る
。
環
境
規
制
も
年
々
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
圃
場
の
５

％
以
上
は
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
が
必
要
だ
と

規
制
が
変
わ
っ
た
。

「
私
は
元
々
全
圃
場
の
25
％
で
カ
バ
ー
ク

ロ
ッ
プ
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
焦
り
は

し
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
困
っ
て
い
る
生

産
者
は
多
い
よ
」

ま
た
、
除
草
剤
に
関
す
る
規
制
も
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

種
イ
モ
の
収
穫
前
の
茎
葉
処
理
の
た

め
、
同
氏
はSyngenta

社
のReglone

（
ジ
ク
ワ
ッ
ト
）
を
使
用
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
ジ
ク
ワ
ッ
ト
は
来
年
か
ら
規

制
に
よ
り
使
用
で
き
な
く
な
る
と
い
う
。

「
茎
葉
を
枯
ら
し
て
サ
イ
ズ
を
28
～
55
㎜
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精密農業に積 極的に取り組んでおり、試 験的に
DACOM 社のセンサーを使って土壌水分量や地温な
どを計測し、データを集約している。

N
oord

（
北
部
農
業
園
芸
機
関
）
と
と
も

に
政
治
の
中
心
で
あ
る
ハ
ー
グ
市
に
２
０

０
０
台
以
上
の
ト
ラ
ク
タ
ー
で
集
結
し
、

近
年
の
環
境
保
護
や
動
物
愛
護
に
関
し
て

Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
や
政
治
は
真
実
や
根
拠
を
欠

い
た
農
業
へ
の
批
判
を
続
け
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
抗
議
を
実
施
し
た
。
気
候
変
動

や
環
境
保
護
へ
の
責
任
が
農
家
に
押
し
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
社
会
的
議
論
の
大

半
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
が
占
め
て
お
り
、
政
策

を
決
定
す
る
に
は
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い

る
こ
と
へ
の
抗
議
、
そ
し
て
農
家
と
一
般

市
民
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
減
ら
し
、
農
家
の
社

会
的
立
場
と
誇
り
を
取
り
戻
す
た
め
に
実

行
さ
れ
た
。Jan R

einier

氏
に
コ
メ
ン

ト
を
求
め
る
と
「
政
治
家
も
一
般
市
民
も

こ
の
抗
議
に
対
し
て
と
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

だ
っ
た
。
私
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
は
る

か
に
！　

感
動
的
な
日
だ
っ
た
」
と
の
こ

と
だ
っ
た
。#trotsopdeboer

（
農
家
の

誇
り
）
と
い
う
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
参
加
へ
の
呼
び
か
け
や
当
日
の
様
子

が
投
稿
さ
れ
た
。
農
業
関
連
会
社
も
次
々

と
賞
賛
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
る
。

一
般
消
費
者
に 

販
売
し
な
い
生
産
者
こ
そ
、 

消
費
者
と
の 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

同
氏
は
、
農
家
は
栽
培
知
識
だ
け
で
は

な
く
、
銀
行
と
の
付
き
合
い
方
や
機
械
の

扱
い
方
、
一
般
消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
方
法

な
ど「
ど
の
方
向
性
で
」「
何
を
し
た
い
か
」

に
よ
っ
て
必
要
な
ス
キ
ル
が
異
な
る
と
考

え
て
い
る
。「
で
も
一
番
は
、
農
業
を
楽

し
む
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
と
思
っ
て
い

る
」
と
何
度
も
言
う
。
一
般
消
費
者
は
農

業
の
こ
と
を
知
ら
な
い
。
と
く
に
消
費
者

に
直
接
販
売
し
な
い
生
産
者
は
消
費
者
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
な
い
。

「
私
はInstagram

、Facebook

、Tw
itter 

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
農
機
や
ス
プ
レ
ー
ヤ

ー
で
の
作
業
の
様
子
な
ど
普
通
の
農
家
の

現
状
や
、
自
然
保
護
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

こ
と
な
ど
、
環
境
に
も
配
慮
し
て
栽
培
し

て
い
る
と
い
う
情
報
の
共
有
を
続
け
て
い

る
。
大
半
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
だ
ね
」

視
野
を
広
く
持
っ
て 

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
逃
さ
な
い 

地
産
地
消
に
は
利
益
を
求
め
な
い

利
益
は
大
切
だ
が
、
利
益
の
こ
と
だ
け

を
考
え
て
一
つ
の
取
引
先
や
作
物
に
没
頭

し
、
視
野
が
狭
く
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ビ

ジ
ネ
ス
機
会
を
取
り
逃
が
し
て
し
ま
う
こ

と
を
恐
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
元
々

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

約
90
％
の
芝
生
を
生
産
し
て
い
る
が
、
近

年
は
各
戸
で
播
種
す
る
の
で
は
な
く
、
芝

生
を
購
入
し
て
移
植
す
る
こ
と
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

「
い
ま
、
一
番
利
益
が
出
る
ビ
ジ
ネ
ス
だ

ね
。
で
も
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
目
を
向
け

言
っ
た
よ
。
私
の
大
麦
は
ハ
イ
ネ
ケ
ン
な

ど
に
も
使
わ
れ
て
い
て
、
世
界
中
に
製
品

と
な
っ
て
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
て
ん
菜
を

原
料
に
し
た
砂
糖
も
世
界
中
に
輸
出
さ
れ

て
い
る
。
地
産
地
消
や
国
内
消
費
も
大
切

だ
が
、
な
ん
せ
小
さ
い
国
だ
、
必
要
量
が

少
な
い
。
私
は
“
ロ
ー
カ
ル
”
に
は
利
益

を
期
待
せ
ず
、
た
だ
地
域
の
た
め
に
な
る

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
よ
」

て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
よ
。
こ
れ
も
数
年

後
に
は
利
益
が
出
な
く
な
る
か
ら
ね
」

地
産
地
消
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
語

る
。
以
前
、
地
域
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
か
ら
大

麦
を
売
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た

が
、
量
を
聞
い
た
ら
必
要
量
は
５
㎏
の
み

で
０
・
１
ha
分
も
必
要
が
な
い
と
言
わ
れ

た
。

「
そ
れ
く
ら
い
な
ら
タ
ダ
で
あ
げ
る
よ
と


